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赤外光源としてのSPring-8

i)明るさは、蓄積電流と横取込角で決まる
　→　そんなに明るくない

ii)角度広がりは偏向電磁石の曲率で決まる
　→　角度広がりは小さい

iii)蓄積リングのエネルギーが大きくてもいことがない。



SPring-8 BL43IR　Frontend



Bruker IFS120HR/X
Wavenumber region: 

100 ~ 20,000 cm -1 (12.5 meV ~ 2.5 eV)
Maximum resolution: 0.0063 cm -1

Beam splitter: Quartz, KBr, Mylar
Detector: Si photodiode, Ge photodiode　

DTGS, MCT



Photon Flux
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FT-IR(IFS1200HR/X)の試料室
にて

• 中近赤外
– ビームサイズφ0.5mm　

（φ0.8mmの内部光源と
等しい明るさ）

• 遠赤外
– ビームサイズφ1.7mm

（φ2.3mmの内部光源と
等しい明るさ）



Experimental stations of BL43IR



目的：

微小試料（0.1mm以下）の赤外磁気光学分光。

磁区などの微小領域の赤外磁気光学分光。
多重極限環境（高磁場&高圧&低温）下での赤外分光。

磁気光学St.の目的
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微小試料の分光研究

磁区構造の電子状態？
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微小領域の分光研究

赤外磁気光学イメージング分光装置（概念図）



エネルギー範囲：86meV~2eV（BaF2窓で制限されている）

TコートKBｒ窓で40meV（遠赤外！）まで拡張予定。

最低温度：~4.0K （減圧フローによる）

最大磁場：１4T （無冷媒マグネットの限界）

空間分解能：15µm（第2焦点位置のピンホールなし）

10µm（第2焦点位置に200µmのピンホールを入れる）

磁場や温度や試料位置を変えてスペクトルを自動測定
　　　　　　する事が可能。

赤外磁気光学イメージング分光装置の現在の性能



M3ミラー部の改造



New　M0ミラー

OLD
130℃まで
温度上昇

NEW
温度上昇は
3度程度





New　M0の効果

蓄積電流値低下によるM0ミラーの形状変化
（温度変化）が殆どなくなり、測定の為に切り
出すビームプロファイル中の位置が安定し
た為に、うねうねがなくなった。



SRとグローバーとの安定度の比較

• 素通しに比べ、φ１では、SRの強度は、半分しか落ちないが、グロー
バーは1/7に落ちる。

• 安定度はグローバーの方がSRよりも5倍程度良い



まとめ
• SPring-8の赤外BL

– 多種多様な実験装置がある。

– 輝度は高いので小さなサンプルが有利。

– 放射光として時間構造、偏光等が利用できる。
– 昨年度まで問題であった1500cm-1周期のうねりはなくなった。

– そんなに明るくない(Flux) 。O.D.が2.7が限界

– 安定度は、グローバーと同等までには至っていない。


